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(57)【要約】
【課題】逆梁部Ｔの左右領域の雨水の流通性を確保する
とともに、防水層Ｓのシール性を損なわないようする。
【解決手段】屋上面を防水層Ｓで覆うとともに、逆梁部
Ｔに、該逆梁部Ｔ内を横断するようにして流通管１を貫
設し、かつ流通管１の両端部を、逆梁部Ｔの両側面に渡
って形成された防水層Ｓに貫通させ、該両端部に防水層
を外面から押し付ける防水層押え金具１０を取り付けて
なる。
【選択図】　図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　逆梁部を突成した屋上に付設される防水構造において、
　屋上面を防水層で覆うとともに、逆梁部に、該逆梁部内を横断するようにして流通管を
貫設し、かつ流通管の両端部を、逆梁部の両側面に渡って形成された防水層に貫通させ、
該突出端に防水層を外面から押し付ける防水層押え金具を取り付けてなることを特徴とす
る逆梁部を有する屋上の防水構造。
【請求項２】
　前記防水層押え金具が、流通管に遊嵌される環状をなし、その内端縁外周に押圧鍔縁が
突成され、主環部に、径方向に螺着して、先端が流通管の外面に圧接される締め付け螺子
を備えるものである請求項１記載の逆梁部を有する屋上の防水構造。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、逆梁部を突成した屋上に付設される防水構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　屋上の保持強度を向上させるために、通常、図４Ａのように、コンクリート製の梁部ｔ
が、屋上面を構成する天井下面の中央部に突成される。この屋上には、その周囲にパラペ
ットＰが形成され、その基端に雨水を回収するためのルーフドレインＤが設けられ、この
ルーフドレインＤに回収された雨水は、建物の側壁に設けた雨樋Ｌを介して排水溝等に案
内される。また、この屋上に設けられるルーフドレインＤは、建物の両側壁に雨樋Ｌを設
ける必要が無いように、通常一側にのみ設け、屋上面に一側に傾斜する水勾配を形成して
、雨水をルーフドレインＤにより回収するようにしている。
【０００３】
　ところで、このような天井梁部ｔは、居住空間側に位置するため、該居住空間を狭くす
ることとなる。そこで、特許文献１などで開示されているように、屋上面に逆梁部Ｔを上
方突出するようにした構造が提案されている（図４Ｂ，Ｃ参照）。
　しかるに、この逆梁部Ｔを突成した場合には、屋上面が面一形態とならず、左右二領域
に分断される。このため水勾配を、屋上面で一連一体として一側に向けて形成することは
できず、図４Ｂで示すように、左右二領域で、側壁側に水を案内する水勾配を夫々設け、
両側壁に夫々ルーフドレインＤ，Ｄを形成し、同じく建物の両側壁に該ルーフドレインＤ
，Ｄに連通する雨樋Ｌを設けることとなる。
【０００４】
【特許文献１】特開平０８－３３８０６８
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記のように、逆梁部Ｔを設けた場合には、両側壁の基端にルーフドレイン
Ｄ，Ｄを設け、これに連通する雨樋Ｌ，Ｌを付設する必要があり、排水構造が複雑化し、
部品点数が多くなる。また、一側のルーフドレインＤの目詰まりや、豪雨により当該領域
で水が滞留する場合がある等の問題点がある。
【０００６】
　これを解決する為に、図４Ｃで示すように、逆梁部Ｔに通水孔ｈを貫設し、該通水孔ｈ
を介して左右二領域を連通する構成が提案される。しかるに、この屋上面には、防水シー
ト等からなる防水層Ｓがその逆梁部Ｔの側面も覆うようにして被覆され（図１参照）、こ
のため通水孔ｈに連通するように、防水層Ｓに孔を開けることとなり、このため通水孔ｈ
の端縁から、防水層の裏面側に水が滲入することとなって、シール不良となり、屋上の防
水性を阻害することとなり水漏れの原因となる。
　本考案は、逆梁部Ｔの左右領域の雨水の流通性を確保するとともに、防水層Ｓのシール
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性を損なわないようすることを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案は、逆梁部を突成した屋上に付設される防水構造において、屋上面を防水層で覆
うとともに、逆梁部に、該逆梁部内を横断するようにして流通管を貫設し、かつ流通管の
両端部を、逆梁部の両側面に渡って形成された防水層に貫通させ、該突出端に防水層を外
面から押し付ける防水層押え金具を取り付けてなることを特徴とするものである。
　ここで流通管の開口端には金網を張設してもよく、この場合には、該金網の濾塵作用に
より、ゴミが流通管内に流入して、目詰まりを生ずることはない。
【０００８】
　かかる構成にあって、流通管を逆梁部及び防水層に貫通させ、その開口端を防水層上に
臨ませるようにし、防水層押え金具により、防水層の流通管周縁を押し付けている。これ
により左右二領域は流通管を介して連通し、水の流通が可能となる。
【０００９】
　前記防水層押え金具として、流通管に遊嵌される環状をなし、その内端縁外周に押圧鍔
縁が突成され、主環部に、径方向に螺着して、先端が流通管の外面に圧接される締め付け
螺子を備えたものが提案される。
【００１０】
　かかる構成にあっては、環状防水層押え金具を流通管に沿って移動させて、逆梁部の側
面側に押し付け、これにより押圧鍔縁を流通管の開口端周囲のシート端縁に圧接させ、そ
の状態で、締め付け螺子を緊締する。これにより、螺子の先端が流通管の外面に圧接し、
環状防水層押え金具が固定されることとなる。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案は、流通管を逆梁部及び防水層に貫通させ、その開口端を防水層上に臨ませるよ
うにしたから、屋上の雨水は、流通管を介して、逆梁部の左右二領域が流通することとな
り、支障なく一側のパラペットの基部に配設されたルーフドレインに回収され、このため
、水勾配を、屋上面で一連として一側に向けて形成することができる。また一側領域で、
雨水が滞留するような状況が防止される。
【００１２】
　さらにまた防水層押え金具により、防水層の流通管の周縁を押し付けるようにしたから
、流通管と防水層間のシール性が向上し、流通管の周縁端から、防水層内へ水が滲入する
ことが防止される。
【００１３】
　環状防水層押え金具を流通管に遊嵌して、締め付け螺子で固定した構成にあっては、環
状防水層押え金具が流通管に沿って移動可能であり、しかも内端の全周に押圧鍔縁を形成
したものであるから、押圧鍔縁を逆梁部側面に圧接することにより、流通管周囲の防水層
の端縁全周を押し付けることができて、シール性に優れる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に、本考案にかかる屋上の防水構造の一実施例を説明する。
　屋上にはその保持強度を向上させるために、図１のように、コンクリート製の逆梁部Ｔ
が、建物の側壁面と平行となるよう、屋上面を構成する天井の中央部に突成される。屋上
の周部には、図４（Ｃ）と同様に、パラペットＰが設けられ、その一側の基部にはルーフ
ドレインＤが埋設され、水勾配を、屋上面で一連としてルーフドレインＤが存するパラペ
ットＰの一側に向けて形成している。この屋上には、防水シートからなる防水層Ｓが、逆
梁部Ｔの少なくとも側面を覆うようにして敷設される。
【００１５】
　この逆梁部Ｔには、本発明にかかる流通管１が、その内部で横断するようにして、貫設
される。この流通管１は丸パイプが好適に用いられるが、角パイプであっても良い。この
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場合には、後述する環状防水層押え金具１０は角状の環材が用いられる。
【００１６】
　図２はこの流通管１の端部を拡大して示すものである。ここで、流通管１は逆梁部Ｔの
基端幅寸法よりも少し長くし、逆梁部Ｔの横断状態でその両端の開口端２，２を逆梁部Ｔ
の側面から外方へ突出させている。この突出寸法は、３０ｍｍ～７０ｍｍ程度である。こ
の流通管１の開口端２，２には流通管１の内径よりも少し径小の環状端板３が接合され、
該端板３の内面に、金網４の周縁を接合して配設される。この金網４により、開口端２，
２を覆い、該金網４の濾塵作用により、ゴミが流通管１内に流入するのを防止している。
【００１７】
　この流通管１の端部には、連結板５，５が固着される。この連結板５，５は、逆梁部Ｔ
を打設する前に、型枠に流通管１を仮保持するためのものであり、流通管１を仮保持した
連結板５，５間に、コンクリートが打ち込まれる。このコンクリートが固結した後に、防
水層Ｓが敷設される。この防水層Ｓは、塩ビ製等の樹脂シート材により構成されるが、ア
スファルトにより構成することもできる。この防水層Ｓには予め挿通孔７が形成され、該
挿通孔７に逆梁部Ｔの両側面で、流通管１の端部が挿通される。
【００１８】
　流通管１の外周で、防水層Ｓの挿通孔７と流通管１間に生ずる隙間には、シリコン材料
などのコーキング材８が塗着され、シールが施される。また、逆梁部Ｔの両側壁で、流通
管１の突出端部には、環状防水層押え金具１０が遊嵌される。
【００１９】
　この環状防水層押え金具１０は、図３で示すように、流通管１に遊嵌される環状をなし
、その内端縁外周に押圧鍔縁１１が突成され、主環部に等間隔で形成した複数の螺子孔１
３に、締め付け螺子１２が径方向に螺着される。
【００２０】
　そして、流通管１をその突出方向に沿って移動して、押圧鍔縁１１で逆梁部Ｔを外側か
ら押し付け、その押し付け位置で、各締め付け螺子１２を緊締して、その先端を、流通管
１の外周面に圧接させる。これにより、流通管１の周囲で、防水層Ｓの周縁端が保持され
ることとなり、該周縁端からの雨水の滲入が防止される。
【００２１】
　かかる構成にあって、屋上面には、パラペットＰの基端に付設したルーフドレインＤに
向けて、一連に水勾配を形成したから、雨水は、左右一側領域から、流通管１を介して左
右他側領域に流入する。このとき、開口端２，２を覆う金網４の濾塵作用により、ゴミが
流通管１内に流入せず、流通管１内の目詰まりや、一側領域から、他側領域へ、ゴミが流
入することがない。
【００２２】
　また上述したように、環状防水層押え金具１０により、流通管１の突出端周囲の逆梁部
Ｔのシール性を向上させたから、防水層Ｓの下底に雨水が滲入することが防止される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本考案に係る流通管１の施工状態を示す縦断側面図である。
【図２】同上に係る要部の拡大縦断側面図である。
【図３】流通管１の端部及び環状防水層押え金具１０を示す分離斜視図である。
【図４】従来の施工状態を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２４】
　Ｔ　逆梁部
　Ｓ　防水層　
　１　流通管　
　１０　環状防水層押え金具
　１１　押圧鍔縁
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　１２　締め付け螺子

【図１】 【図２】
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